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第6章  将来における第２浄水場のあり方 

1. 施設耐震整備計画 

第２浄水場と宮東配水場は耐震性能を有しておらず、今後災害時でも安定して給水を行うために、
耐震計画を策定し、着実な耐震化を推進しています。 

整備方針として、経過年数が長い第２浄水場から着手することが基本ですが、耐震補強を行うため
には、施設を長期間停止する必要があり、余剰地の少ない第２浄水場は既設施設と同程度の仮設
施設を設置できず、町全体の配水能力が不足する状態に陥ります。よって、先に宮東配水場から着手
し、配水能力を確保した後に第２浄水場の整備を行います。 

宮東配水場では既存と同容量の配水池を１基増設し、配水能力を確保した後に今ある第１配水
池の耐震補強を行います。その後、第２浄水場を更新する計画となっています。 

 
2. 事業環境の整理 

令和5年度から宮東配水場の第２配水池の築造工事を進めており、施設耐震整備計画では、
第２浄水場の更新を予定しています。しかし、事業環境を総合的に評価して、今後の第２浄水場の
あり方を検討する必要があります。 

公益社団法人日本水道協会が発行する水道施設設計指針では、配水池の「有効容量は、給水
区 域 の 計 画 一 日 最 大 給 水 量 の 12 時 間 分 を 標 準 と す る 。 」 と あ り ま す が 、 一 日 最 大 配 水 量
11,316m3/日（令和４年度実績水量）に対して、宮東配水場8,400m3は、17時間以上分を確
保可能となります（表 6-１）。 

水需要の減少に伴い、将来的に施設能力の余力が徐々に増加する状況下において、第２浄水場
を更新することは、過大な投資となることが想定されます。 

 

表 6-１ 将来の施設整備規模 

宮東配水場

第２配水池

築造

宮東配水場

第１配水池

耐震補強

第２浄水場

高区配水池

改築

場所 水源別 施設 規模 

第２浄水場 
自己水 配水池（低区配水池） 1,600m3 

県営水道 配水池（高区配水池） 2,500m3 

宮東配水場 
県営水道 配水池（第１配水池）耐震補強 4,200m3 
県営水道 配水池（第２配水池）築造 4,200m3 

合計   12,500m3 
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第２浄水場を更新した場合と配水場化した場合について、５つの項目で評価しました。 
 

 「ヒト」、「モノ」については、第２浄水場を配水場化した方が、維持管理に係る人員や施設を削
減でき、人的負担・財政的負担を軽減することができます。 

 「カネ」については、第２浄水場を更新した方が、浄水に関する維持管理費、施設の更新に必要な施
設更新費、これに関する元利償還金が高くなります。一方、配水場化した場合、埼玉県営水道から
の受水費が高くなります。ただし、総額で比較すると、配水場化した方が50年間で15億円軽減できま
すが、県水の料金の動向にも注視する必要があります。 

 「水質」については、第２浄水場の水源はアンモニアを多く含み、消毒副生成物のリスクが高いこ
とから、今後、高度処理の導入が期待される県営水道の方が安全性に優れています。 

 「災害」については、第２浄水場を更新した方が複数の水源を確保できるといったメリットがありま
すが、大規模地震により電源の確保が厳しい場合には、浄水機能が停止するリスクがあります。
一方、配水場化した場合は、水源は埼玉県営水道のみというリスクがありますが、宮代町は埼
玉県営水道の行田浄水場と庄和浄水場の中間地点に位置していることから、両浄水場から受
水しています。さらに、宮東配水場の築造により多くの水を確保できるようになるため、災害時でも
ポンプのみ稼働できれば配水が可能です。 

 

表 6-２ 第２浄水場の更新と配水場化の比較 

 
 
 

図 6-１ 第２浄水場の更新または配水場化による支出見込額 

 

第２浄水場を配水場化した方の評価が高くなりました。 
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図 6-２ 第２浄水場の更新または配水場化による50年間の支出見込額 

 
3. 第２浄水場のあり方 

 今後、町水道事業は、水需要の低下により料金収入が減少する環境のなか、老朽化する水道施
設の更新や安心な水質管理を少ない職員で対応していかなければいけません。人的負担・財政負担を
軽減しながら、必要な施設を選定し、適切な更新計画を推進することが重要となります。そのため、宮代
町は、各条件を整理しながら「第２浄水場の配水場化」を進めてまいります。 
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